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米通商代表部（USTR）3月18日のコメント
「すべての国会議員は全文テキストを閲覧可能」と記載（仮訳）

●全ての国会議員に、議会内で都合のよい時に、しかるべきアクセス権限
を持つ議員スタッフとともに閲覧することを含め、全交渉テキストへの
アクセスを提供する。

●TPPに関して議会ブリーフィングを1,700回近く実施しており、T-TIP、
TPA、AGOAその他の取り組みについてはそれ以上行っている。

●国会議員に対し、交渉テキストを読み進めることを支援するよう、TPP各
章の平易な言葉による要約を提供する。

●米国の提案について、それを交渉に持ち出す前に、議会委員会（複数）と
ともに事前に閲覧する。

●交渉状況について議会委員会（複数）に最新情報を知らせ、交渉のすべて
の段階でフィードバック（委員会の評価）を得るよう、議会と協力する。

　「国民の代表である国会と協力していく」


